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１．はじめに

スポーツ活動や健康づくりを意図した諸運
動は、生涯を通じて豊かな生活を営むために
必要不可欠なものである。中でも一般市民が
運動やスポーツ活動を行う上で、スポーツ指
導者の存在は大きな意味を持つ。

1972年「体育・スポーツの普及振興に関
する基本的方策について」の答申において、

公的指導者資格の整備が唱えられ1 ）、それは
1986年に形をみることになった2 ）3 ）。そこで
は、スポーツ指導者の資格制度の改善、ス
ポーツ指導者資格取得者の役割・機能の明確
化、スポーツ指導者不足の解決や処遇の改善
等が図られることが期待された。さらに、ス
ポーツ指導者の資格制度の整備と同時に、ス
ポーツ指導者の資質向上の重要性が増して
いった。この例として、文部科学省が中心と
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なってスポーツ組織関連団体のコンソーシア
ムを立ち上げ、正しいコーチングの実現に向
けた「グッドコーチに向けた 7 つの提言」が
公表されたことが挙げられる4 ）。

スポーツ指導者の資質向上に関する我が
国のスポーツ・体育系大学の役割は大きく、

「コーチ学」「コーチング学」「スポーツ指導
論」「スポーツ指導者論」といった名称のも
と専門教育として授業が配当されているのも
そのためである。しかし、池川5 ）によれば、
先に挙げた大学で扱われるスポーツ指導者の
資質向上を意図して行われる授業は、統一し
た形で体系的に教えられるという形式ではな
く、担当教師の専門家的裁量で授業が実施さ
れているという。そこでの問題点として、専
門家の力量次第では、良質なスポーツ指導者
養成が困難になってしまうことが挙げられ
る。その状況を改善するために、スポーツ指
導者の学問領域を体系的に構築し、質の高い
養成カリキュラムを体育・スポーツ系大学で
実現していくことが必要である。では、研究
分野では、質の高いスポーツ指導者養成のた
めにどのようなことができるだろうか。

スポーツ指導者の 1 つである体育教師の研
究では、「学び続ける教師」との立場から、
指導者自身が教職生活全体を通じた過程の中
で、力量を形成し、向上させていくことが求
められている6 ）。これはスポーツ指導者全体
においても同様である4 ）。そして、学び続け
る教師観において、先行研究では教師が持つ
授業観や教師観、子ども観といった指導の根
底にある信念が、教師の成長発達に影響を与
えることが指摘されている7 ）。その意味で、
体育教師を含めたスポーツ指導者の保持する
信念は重要であるといえる。中でも、理想の
スポーツ指導者とはどのような人物かといっ
た、その者が保持するスポーツ指導者に対す
る価値観（以下、スポーツ指導者観）は、目

指すべき指導者としての在り方やその後の
様々な経験から得られる学習成果を大きく規
定することが想定される。では、将来のスポー
ツ指導を担うスポーツ・体育系の学生はどの
ようなスポーツ指導者観をどのようなことを
背景として保持するのだろうか。また、指導
者が持つ信念のレベルでの変容は、一般的に
は困難であると考えられている8 ）が、指導
経験の浅い養成段階の学生ではどうであろう
か。これらの問いに対して、情報を蓄積する
ことは今後のスポーツ指導者養成にとって意
義があると考えられる。

よって、本研究では、大学生が保持するス
ポーツ指導者観の実態及びその形成背景とそ
の変容可能性について明らかにすることを目
的とする。

２．研究方法

２－１　対象
対象者は、2017年度福祉系大学体育系学科

3 年生59名である。当該学生は、スポーツコー
チング論の受講生であり、授業中に本研究の
データ収集を行った。

本調査を行った福祉系大学では、「中学校
及び高等学校教諭一種免許状（保健体育）」
や日本体育協会公認の「ジュニアスポーツ指
導員」等の資格を取得することが可能であり、
対象者の受講していたスポーツコーチング論
の授業はそれらの資格取得に関連した授業で
あった。よって、本研究の対象者の属性とし
て、大多数の対象者がスポーツ指導者を志望
している状況であるといえる。

２－２　データの収集方法
データの収集は、 2 回に分けて行われた。

1 回目は、2017年 4 月24日、 2 回目は、2017
年 7 月10日に行った。 1 回目は対象者が受講
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していたスポーツコーチング論の 2 回目の授
業であり、 2 回目は15回目の最後の授業で
あった。

収集に際しては、山崎9）、嘉数ら10）や住本
11）を参考にした自由記述式の質問紙を作成
し、対象者に回答させた。質問項目は、①「あ
なたが理想とするスポーツ指導者は、どのよ
うな人ですか。」②「①でそのように書いた
理由は何ですか。」③「①で書いたスポーツ
指導者について比喩を用いて表現した場合、
どのように表現できますか。」④「③の比喩
の理由を書いて下さい。」であった。

2 － 3 　データの分析方法
収集された文書データに対して、KJ 法12）

を用いて分析した。
KJ 法は、調査者の考えの枠組みに従って、

帰納的に概念を生成し、概念の連なりなどか
ら対象者全体の考えの総体を表したり、仮説
を生成したりする分析方法である。具体的に
は、まず、対象者の自由記述の文書を共通し
た特定の事象でまとめ、他の事象との差別化
を図りながら分類していく。次にその分類に
適した名称を与えて概念を生成していき、共
通した事象をもった概念をより高次の分類

（カテゴリー及びサブカテゴリー）として名
称を与えまとめていく。このような分析作業
を繰り返し行い、収集されたデータの全体像
を描いていく。基本的な分類の対象は質問項
目①及び②とし、質問項目③と④はスポーツ
指導者観の解釈の補足資料として用いた。ま
た、分析は調査者 1 名で行い、作成されたカ
テゴリー群に対して研究者 2 名から意見をも
らい適宜修正を図った。

本研究では、データ分析の精度と再現性を
高めるために、質的データ分析ソフト Nvivo 
ver. 10を用いた。

また、本研究の目的を明らかにするために、

次の観点について検討を行った。
1 �） 1 回目の調査結果より、大学生の保持
するスポーツ指導者観並びにその形成背
景を検討する。

2 �） 1 回目と 2 回目のスポーツ指導者観の
比較からスポーツ指導者観の変容可能性
を検討する。

なお、記述数が 1 つのみという小規模の概
念も存在したが、それらの記述は指導者像の
全体を示し得るデータではないと判断し、本
調査の結果には示さなかった。

３．結果と考察

３－１　�大学生の保持するスポーツ指導者観
とその形成背景

表 1 は、本研究の対象者が保持するスポー
ツ指導者の指導者観を示している。表中のカ
テゴリー及びサブカテゴリーの欄に示されて
いる括弧内の数字は、記述数を表している。
また、表中の割合とは全体の記述数に対する
各カテゴリーの記述数の占める割合のことで
ある。表 1 に示された大学生が保持するス
ポーツ指導者観のカテゴリーとして、「指導
に対する価値観」、「指導技術」、「指導者の人
格」、「指導者の競技能力」、「指導に関する知
識」が抽出された。また、サブカテゴリーと
して、「指導に対する価値観」に 2 つ、「指導
技術」には 5 つ、「指導者の人格」には 6 つ
が抽出された。大きなカテゴリーとして、指
導者として楽しさや人格の形成を保障すべき
という考えである「指導に対する価値観」、
また、運動技術やチームパフォーマンスを保
障すべきという考え方を中核に、その方法を
実現する能力に関わった記述である「指導技
術」、また、指導者の指導技術とは直接的に
関係がある事柄ではないが、指導者のパーソ
ナリティや人格、態度といった記述である
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「指導者の人格」の 3 つが挙げられる。割合
をみると、順に24%、34.1%、33.3% と「指
導に対する価値観」のカテゴリーがやや少な
くみえるものの、 3 つのカテゴリーで全体の
9 割以上を担っていることが示されている。
また、全体的な回答の特徴として、記述数の
多いサブカテゴリーをみていくと、「考えさ
せる指導」「楽しさを重視する」「信頼関係を
構築する」「対象者を理解しようとする」と
いった、スポーツ指導者主体の直接的一方向
的な考え方を持った指導者ではなく、スポー
ツ指導を対象者と共に作り上げていくような

双方向的な営みができる指導者に重きを置い
ていることが示されている。ただし、叱り方
に関する記述やメリハリ、責任感といった対
象者の上に立つ指導者の立場をイメージさせ
る記述も存在する。次に、対象者がどのよう
な背景を根拠にこれらの指導者観を形成した
のかをみていきたい。

表 2 は、対象者が示したスポーツ指導者像
の形成背景を示したものである。結果として、
2 つのスポーツ指導者像の形成背景を示した
カテゴリーが生成された。 1 つは、対象者が
指導者の在り方を考えた際に、一定の論理の

表 1 　スポーツ指導者観のカテゴリーとサブカテゴリー（ 1 回目）

カテゴリー 割合 サブカテゴリー 計

指導に対する価値観
（31） 24%

人格の形成を重視（12） ・�スポーツ技能だけでなく、人として成
長させてくれる人。

楽しさを重視（19） ・スポーツの楽しさを重視する指導者。

指導技術
（44） 34.1%

考えさせる指導（10） ・�指導者自身の考えを押し付けるのでは
なく、対象者自身に考えさせる人。

対象に合った指導（9） ・�対象者に合わせた適切な指導ができ
る。

雰囲気づくり（8） ・�集中した環境を造り選手がやりやすい
場所（環境）をつくれる。

競技力向上（13） ・�選手の能力を最大限まで引き出してあ
げられるような指導者。

適切な怒り方（4） ・内容が伝わる怒り方をする人。

指導者の人格（43） 33.3%

対象者を理解しようとする（17）・�それぞれの人の事を良く知り、性格や
技能を分かろうとする人。

コミュニケーション能力（8） ・�選手、生徒としっかりコミュニケー
ションがとれ

公平な指導（5） ・�男女、または人によって、好き嫌いな
どの差別やひいきのない指導者。

対象との信頼関係を築く（10） ・信頼関係を築ける人。
責任感（3） ・責任感が強く、有言実行できる人。

メリハリがある（5） ・オンとオフの切り替えができる人。
指導者の競技能力

（6） 4.7% ・スポーツ全般を人並み以上に出来る。

指導に関する知識
（5） 3.9% ・競技に関する専門的な知識。

計　129
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もと、それが適切であると対象者自身の考え
で判断した「自身の考えから」と、もう 1 つ
は、対象者がこれまで出会った指導者に対し
て抱いた印象から形成された「自身の教えら
れた経験から」である。また、「自身の考え
から」は、「指導にとって有益」と「対象者
にとって必要」の 2 つのサブカテゴリーから、

「自身の教えられた経験から」は「模範とす
る」と「反面教師とする」の 2 つのサブカテ
ゴリーから構成されている。サブカテゴリー
の「指導にとって有益」とは、指導を行う論
理から考えて、それが効率的であるとか、パ
フォーマンスをより向上させる、チームパ
フォーマンスを上げるといった視点から記述
されたものによって構成されている。対して、

「対象者にとって必要」のサブカテゴリーで
は、指導を受ける指導対象者の立場から考え
て、人格形成などの長期的な視点に立った場
合に必要であるといった記述から構成されて
いる。これらの対象者の考えが構築された背
景には、対象者が 1 、2 年次の間に受けた「ス
ポーツ指導者論」や「トレーニング論」等の
授業の影響もあると考えられる。

また、「自身の教えられた経験から」のサブ
カテゴリーの1つである「模範とする」は、自

身の教えられた経験を肯定的に解釈し、それを
再現することが良い指導者であるといった考え
方に基づいた背景であり、逆に「反面教師とす
る」とは、自身の教えられた経験を否定的に解
釈し、それを回避する指導をする指導者が良い
という考え方に基づいた背景を示している。

３－２　�大学生のスポーツ指導者観の変容可
能性

表 3 は、 2 回目に行ったスポーツ指導者観
の調査結果を示したものである。 1 回目の結
果と類似していることは、サブカテゴリーの

「考えさせる指導」「対象に合った指導」「対
象者を理解しようとする」「対象との信頼関
係を築く」「対象の利益を考える」など、指
導対象者の存在を意識して、指導者と対象者
との双方向的な関係性を意識した記述が多い
ことである。逆に、大きく異なる点として、

「指導に対する価値観」のカテゴリーの記述
が減少し、「指導者の人格」や「指導に関す
る知識」といったカテゴリーの記述が増加し
ていることが挙げられる。研究対象者は、 1
回目と 2 回目の調査の間に、「スポーツコー
チング論」や「健康運動指導法Ⅱ」などのス
ポーツ指導に関わった授業を受講していた。

表 2 　スポーツ指導者像の形成背景（ 1 回目）

カテゴリー 割合 サブカテゴリー 計

自身の考えから
（38） 56.7%

指導にとって有益（28）
・�人に指導する中で手本を見せたりして

指導しなければいけないので人並み程
度は運動ができた方がよい。

対象者にとって必要（10） ・�人間性を向上できることは、社会に出
たときに役立つから。

自身の教えられた
経験から（29） 43.3%

模範とする（16）
・�私が教師になると決めた理由の１つに

恩師の影響があり、その恩師が問１で
書いたようなことの人だから。

反面教師とする（13）
・�差別やひいきをする指導者とそうでな

い指導者が実際にいてあんな人にはな
りたくないと強く思ったから。

計　67
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それらの授業では、スポーツ指導に関する知
識を学習したり、模擬的ではあるがトレーニ
ング指導の経験を蓄積したりしていた。嘉数
ら13）は、指導経験を経ることによって、授
業観が具体的なものへと変化していく過程の
存在を指摘していた。この指摘を本研究に引
き寄せて考えるならば、指導に対する価値観
といった抽象的な次元から、それを実現する
指導者としての態度や在り方といったやや具
体的な次元に、対象者のスポーツ指導者像が
移行したことが推察される。また、「指導者
の人格」の記述が増加した要因としては、対

象者が受講した「スポーツコーチング論」の
授業において、スポーツコーチの人格や指導
の在り方が指導を受ける者の今後の人生や物
事の考え方に重大な影響を与えることについ
て事例を取り上げながら詳細に取り扱ったこ
とが影響している可能性が考えられる。加え
て、「指導に関する知識」の記述が多くなっ
た背景についても、同じように対象者が受講
した授業の影響が考えられる。いずれにして
も、秋田8 ）は、信念レベルでの変容は困難
であることを指摘しているが、まだ指導経験
の浅いスポーツ指導者の養成段階の大学生の

表 3 　スポーツ指導者観のカテゴリーとサブカテゴリー（ 2 回目）

カテゴリー 割合 サブカテゴリー 計

指導に対する価値観
（9） 6.4%

人格の形成を重視（8） ・�試合に勝つことも重要だが、人間性や
社会人としてを教えられる指導者。

楽しさを重視（1） ・�スポーツをするのが好きになれる様な
指導ができる人。

指導技術
（39） 27.9%

考えさせる指導（9） ・�指導者のみで決めず、選手主体で考え
させる指導者。

対象に合った指導（11） ・�人（選手）にどの効果的な運動を指示
するのか、深く考えている。

雰囲気づくり（10）
・�練習の雰囲気は、指導者と選手間で意

見や質問がしやすい環境を作ることが
できる。

競技力向上（6） ・選手を上達させる指導者。
適切な怒り方（3） ・ちゃんと叱ることのできる指導者。

指導者の人格
（75） 53.6%

対象者を理解しようとする（15）・�生徒の意見もしっかりと聞き入れる心
のある人。

コミュニケーション能力（8） ・�選手、生徒とコミュニケーションがと
れる。

公平な指導（10） ・�生徒たちに平等に接することのできる
人。

対象との信頼関係を築く（17） ・�選手が困った時にすぐにアドバイスを
選手自身から聞きに行ける指導者。

対象者の利益を考える（6） ・すべては生徒のために動く人。
正しい振る舞い（13） ・生徒が目標にできる人格を持った人。
メリハリがある（6） ・オンとオフの切り替えができる人。

指導に関する（知識）
（17） 12.1% ・�選手に教えられるだけの専門的で広い

知識を持つ人。
計　140
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場合には、スポーツ指導者観などの信念が、
比較的容易に移り変わる可能性があることを
本研究の結果から示すことができる。

表 4 は、スポーツ指導者観の形成背景の 2
回目の調査である。 1 回目と比較すると、

「自身の教えられた経験から」のカテゴリー
の記述数が減少し、「自身の考えから」のカ
テゴリーの記述数が増加している。この変化
は、研究対象者の経験上、良かったり悪かっ
たりした指導者を単に再現したり修正したり
するのが良いというわけでなく、なぜその指
導者が良いのかという論理を根拠として持て
るようになったことを表していると考えられ
る。また、サブカテゴリー「対象者にとって
必要」の記述数の増加がみられる。このこと
は、指導を効率的に行うといった短期的な指
導の円滑化のみではなく、長期的にみた対象
者の成長に重点を置くことの重要性の気づき
が生まれてきたことが推察される。これらの
結果からも、スポーツ指導者の養成段階であ
る大学生は、授業などの学習や模擬的な指導
経験からでも、自身のスポーツ指導者観を変
容させ得ることが示されているといえる。

４．結論と今後の課題

本研究では、福祉系大学体育系学科の大学
生が保持するスポーツ指導者観とその形成背
景及び変容可能性を明らかにすることを目的
とした。その結果は以下の通りである。

まず、スポーツ指導者観として、大きく3
つの考えが抽出された。それは、「指導に対す
る価値観」、「指導技術」、「指導者の人格」で
ある。つまり、これらの要素を備えた指導者
が良い指導者であると本研究の対象者が考え
ていることになる。また、サブカテゴリーの検
討からは、指導者と指導対象者が共に指導を
創り上げていくような双方向的な指導の在り方
を重要視している傾向がみられた。この点は、
本研究の特徴的な点として示すことができる。

次に、スポーツ指導者観の形成背景につい
ては、大きく2つみられた。1つは、研究対象
者自身の考えを根拠としたものであり、もう1
つは、研究の対象者がこれまで出会ってきたス
ポーツ指導者を起点として考えるものであった。

最後に、スポーツ指導者観の変容可能性に
ついては、 1 回目と 2 回目の調査票の記述傾
向の変化から、これまでの指摘8 ）とは異なり、
養成段階においては短期間でも変容がみられ

表 4 　スポーツ指導者観の形成背景（ 2 回目）

カテゴリー 割合 サブカテゴリー 計

自身の考えから
（47） 73.4%

指導にとって有益（19）
・�ちゃんとした知識のないひとに教えら

れても効率が悪く、目的に合っている
かもわからないから。

対象者にとって必要（28）
・�選手たちの考える力や、話し合う力を

つけ、主体性を身に付けさせることも
大切だから。

自身の教えられた経
験から（17） 26.6%

模範とする（11）
・�今までの部活の顧問がそうであったの

と、私自身がそういう人がいたらいい
なと思ったから。

反面教師とする（6） ・�今まで指導してもらった先生の中にい
て嫌だなと思ったから。

計　64
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たことが示唆された。また、その変容に関し
ては、直近に行われたスポーツ指導に関する
授業の影響があったことが推測された。この
ことは、スポーツ指導者の養成段階である大
学生の時期に経験する授業や指導経験が、ス
ポーツ指導者としての初期の信念の形成に影
響を及ぼす可能性を推測させる。また、それ
は、我が国で唱えられているスポーツ指導者
の資質向上にとって、大学で行われるスポー
ツ指導に関連する授業や実習等の重要性を改
めて示唆するものといえる。

本研究で得られた知見は、あくまで本研究
の研究対象者に限定していえることであり、
これをより精度の高い一般論として捉えるた
めには、様々な対象に対して、類似した手続
きで研究を進めていった上で検討していく必
要がある。また、本研究は対象者の極めて短
期間の変化を追ったものである。スポーツ指
導者の長いキャリアの中でその信念がどのよ
うな過程を経て形成、変容をするのか、今後
より詳細な検討が必要だろう。それらを今後
の課題としたい。
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